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異常の頻度が多いようである．これは第1工期のもので膀

胱を一緒にかけたものが多いようであるので，術後の照

射方法を考えればよいと思う．

　3．　南教授の分類中尿管系の異常がないのにもかかわ

らずM型（水1碕症型）を呈するものが経験された（妊娠

巾毒症後遺症，中雇性糸球体腎炎，poly　cystic　kidney）

ので，なにかもうひとつの分類を入れていただきたい．

　答弁：南　　武（慈大・泌尿科）

　＜松平博」：に＞1．お示しになったスライド中，子

宮ll£l　f術後，さらに放射線療ぼを行なった後，　radiation

nephritrisによるらしいという1例のレノグラムがあっ

たが，千術後のそして放射線療法を行なう前のレノグラ

ムをとってあるなら，ご教示願いたい．

　2．　segment　cの部で，1つの山ができたものを腎孟

腎炎の1つのpatternといわれたようであるが，そうお

考えか，そしてその意義をおli　fJいしたい．なおこの点に

関し，武内教授にもご意見をお∫・r」いしたいと思う．
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86．Renogram曲線の理論解析

吉利　和，荒木嘉隆，○加嶋政昭

　　　宮崎達達，水越　洋
　　　（東京大学・吉利内禾こD

　i3il－hippuranを1浄脈注射し，その血叶放射能消失曲

線（60分間観測）を片対数グラフ上にとると3相性の曲

線，すなわち3つの指数曲線の和として表わされる・そ

してi3il－hipPuranのkinetics　studyには相互の交換

を伴なう3　compartment　modelの適用が必要かつ可能

である．すなわちintravascular（Q，），　extravascular

（Q，），kidney（Q2）の3　compartmentであり，各com－

partment内の放射能Qiは，

　　　　Qi＝Ai　e－dt十Bi　e－dt十Ci　e－dt

で表わされ，血液中の放射能Q，については，3相性曲

線を実測によってえられるから，その値から計算によっ

てΩ2，Ω，，すなわちextravascular，　kidney　compart－

mentの放射能の時間的変動を示す理論曲線を求めうる．

　検出器を腎臓部にあてて実測してえられた，いわゆる

renogramと，かくしてえられたkidney　compartment

内放射能の現論曲線とは同じものではない．すなわちre－

nogramとしてえられた曲線は①腎実質，②血液，③尿細

管腔および腎孟，④腎周囲組織など検出器のcollimation

内に入ってくるすべての部分の放射能の総和であって，

しかもこれらがそれぞれの態度で時間的変動を示してい

るわけである，kidney　compartmentの理論曲線は腎の

実質，主として近位尿細管細胞における放射能の推移を

表わすものであり，いろいろなものの総和であるreno－

gramはこの理論曲線の修飾変形されたものである．こ

のようにrenogramの解析には，これら諸要素を分離

しなくてはならないが，またkidney　compartmentの理

論曲線との相違が逆に病的な意味をもつともいえる．以

上，renogram解析のため，血lj．倣射泡曲線をもとにし

たkinetics　studyの見地からrenogramの埋論ldeJ（．づ

けをこころみ，3compartment　model設定の妥当性につ

き検討した．

　答弁：加嶋政昭（東大・吉利内科）

　1，Renogramの測定時のタイムラグという問題：

ratemeter－recorderによる記録法ではさけえない．早

い変化を記録する方法としては，われわれは磁気テープ

記録法を行なっている．

　2．・各compartmentのvolumeが一定であるとする

のはおかしいということに対して：volumeが変化しう

るのは当然であるが，観測期間中には変化しないものと

して計算している．

87．Radioisotope　Renogram曲線の

　　　　　解釈に関する研究

志田圭三，洞口龍夫，○篠崎忠利

柴山勝太郎，高橋博肌佐藤　仁
　　　（群馬大学・泌尿器科）

　われわれはすでにRI　renogramがi3il－hipPuran

の血中濃度の積分曲線をえがくものであることを報告し

た．今回は，犬およびねずみにおいて113i－hippuran静

注後における主要臓器のhippuran保有量の時聞的推移

について検討した．犬においては腎実質各部，ねずみに

おいては甲状腺，腎臓，肝臓，脾臓血液について調べた

犬の腎実質では，i311－hipPuran静注後2分から3分ま

では腎皮質に多量にi3il－hipPuranが存在し，3分を過

ぎるころより急激に腎髄質にi3iI－hippuranが増加す

る．またこのさいの尿中1311－hipPuran濃度は3分を過

ぎるころより急激に上昇することを知った・ねずみをA

B二群に分け，A群にi3il－hipPuran　4mcを腹腔内注

入，B群には前口にK．1．30mgを注入した後に同様に

処置した後12時間，24時間後，48時間，1週後の1311一
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hippuran分布状態を調べたところ，　A群には多量の！311－

hippuran存在するも，B群にはほとんど存在しなかった・

これより甲状腺に摂取されたものは遊離の1311と考え，

i3il－hippuran中に含まれると考えられる遊離の13tlを

ペーパークロストグラフによって分離定量を施行した結

果，assay後6日目，　assay後7日目のi3il－hippuran

申にはそれぞれ平均5．　27％，5．85％存在することを知っ

た．

88．　レノグラムに対する一一．．考察

　　‘‘net－renogram，，について

　　永井輝夫
（放医研・臨床研究部）

　レノグラムの各相が単純なものでないことは，vas－

cular，　tubular，　excretion　segmentと呼ばれていた名称

に代り新しくtracer　appearance，　blood　flow，　drainage

segmentなる新名称が提案されている事実からもうか

がえる．

　1側腎摘出後患者数例にレノグラムを行ない，次いで

厳密に同一放射能のRISAを静注した結果から，第1相

の約30％は実質性のものであり，真のvascular　capacity

の大半が非腎性のものであることがわかった．

　レノグラムは理論的にこのような非腎性のvascular

capacity中の放射能と重り合っているものであり，適当

な方法でこれを除外しないかぎり，厳密な意味ではレノ

グラムの定量分析は困難である．

　従来提案されているレノグラムの定量分析は数学的に

は正しいが，この非腎性vascular　capacityについての

考慮がなされていない．

　通常レノグラム装置に差動計数率計を加えた装置を考

案し，6例の1側腎摘出例について，レノグラムと同時

に無腎側すなわち非腎性vascular　capacity中の放射能

をこれより自動的に差引いたいわゆる“net　renogram”

を描記させた．このように同時にえられたレノグラム，

および“net－renogram”を分析比較した結果，その数値

が大きく相違することより，この新方法がレノグラムの

分析に寄与しうることを捉案したい．

　摘出腎側の放射能の推移が，左鎖骨下部のそれとほぼ

類似する点より，この部の放射能を左右のレノグラムよ

り差引くことにより一般患者でも“net－renogram”を求

めることが可能であった．

　89．　レノグラムの定量的評価法と

　　　　　　　定性的評価法

（その1）定量的評価法に関する問題点

○久田欣一，川西　弘，宮村浩之
　　　（金沢大学・放射線医学）

　レノグラムの評価法に関して今口まで数多くの方法が

発表されているが，決定的に一般の承認を受けるような

方法はいまだない．定量的評価にはcompartmentの概

念を取入れたほうが便利で，以下のごときcompart－

ment　modelが合理的であろう

Q、 Q1

　　　　ロれExtravascular－一一一予Plasma

compartment　＜一一一一『一

　　　　α！4

　　　Q：　　　　　　Qi
　　Proximal　　　　　　　Tub［ar

　　　　　　a21　　・・nv・1・t・d－1、m，n

　　tub｜e　T・・mp・・tment髪　　compartment
輌ぶ P・・x・m・l　dl，　T・bt・r

conv。luted　→　lumen
t”ble 　T・・mpartm・・t
eompartment

　Ql　　　　　　Qp

放射能の移動は以下の微分方程式が成立つ．
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　左右のrenogramはQ4，　Q，，　Q，・ノ，　Q，ノ，またはΩ，，

Q，，Ω，〃，Q，　’・の一定部分の和を表示する・またheart

curveはΩ1，　Q，の一定部分の和を示す．上記のinter－

compartmental　rate　constantsが凡て無視しえないなら

ば，renogram　heart　curveともに6exponentialsの和

となる．

　上記微分方程式Ω，内の放射能濃度が一定に混和され

て初めて成り立ち，RISAの実験で肘静脈に注射された

放射能は3分以内では平衡に達しなかったので，実験カ

ー
ブの解析は静注3分以前のデーターは除外して行なう

べきである．
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